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村 上 豪 、 宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構 宇 宙 科 学 研 究 所  

 

 

【研究目的】 

惑 星 分 光 観 測 衛 星「 ひ さ き 」に よ る 惑 星 大 気・プ ラ ズ マ 環 境 の 長 期 間

か つ 継 続 的 な 極 端 紫 外 線（ EUV）モ ニ タ 観 測 が 着 実 に 成 果 を 創 出 し 続 け

て い る 。 特 に 木 星 探 査 機 J U N Oお よ び ハ ッ ブ ル 宇 宙 望 遠 鏡 と の 木 星 磁 気

圏 共 同 観 測 に お い て も 、 そ の 場 観 測 お よ び 高 分 解 能 リ モ ー ト セ ン シ ン

グ で 得 ら れ た 短 期 間 ・ 局 所 的 な デ ー タ の 解 釈 に 欠 か せ な い 長 期 モ ニ タ

デ ー タ と し て 存 在 感 を 発 揮 し て お り 、 小 型 科 学 衛 星 な が ら そ の 重 要 性

に 対 す る 海 外 か ら の 評 価 も 高 い 。 一 方 、 2 0 2 0年 代 後 半 に は エ ウ ロ パ ク

リ ッ パ ー や JUICEと い っ た 木 星 の 氷 衛 星 探 査 が 開 始 さ れ る が 、同 時 期 に

予 定 さ れ る モ ニ タ 観 測 計 画 は ま だ な い 。 そ こ で 、 本 研 究 で は 2 0 2 0年 代

後 半 を 目 標 と し た 次 の EUVに よ る 惑 星・衛 星 環 境 リ モ ー ト セ ン シ ン グ 計

画 の 検 討 を 行 う 。  

 

【研究結果】 

今 年 度 は 以 下 の 内 容 を 実 施 し た 。  

 

・巨 大 惑 星 を 周 回 す る 氷 衛 星 に お け る プ リ ュ ー ム の 噴 出 メ カ ニ ズ ム や 、

惑 星 － 衛 星 間 に お け る エ ネ ル ギ ー ・ 物 質 輸 送 に 関 す る 科 学 課 題 と 要 求

仕 様 の 検 討 、 整 理  

・ 上 記 科 学 要 求 を 満 た す 紫 外 線 宇 宙 望 遠 鏡 シ ス テ ム の 概 念 検 討 、 特 に

実 現 の た め に 必 要 と な る キ ー 技 術 の 抽 出 ・ 整 理  

  

本 検 討 か ら 紫 外 線 望 遠 鏡 に 要 求 さ れ る 空 間 分 解 能 0.1秒 角 、有 効 面 積

> 350 cm2な ど の 主 要 な 仕 様 が 導 出 さ れ た 。 ま た そ の 実 現 に 必 要 と な る

視 野 ガ イ ド カ メ ラ を 用 い た 姿 勢 擾 乱 補 正 機 能 な ど を キ ー 技 術 と し て 選

定 し た 。今 年 度 は ア イ デ ア 検 討 の ほ か 、本 技 術 の 実 現 に 必 要 と な る CMO

Sセ ン サ に よ る 高 速 撮 像 の 基 礎 実 験 な ど を 実 施 し た 。  

こ れ ら の 検 討 結 果 を も と に 、 2 0 2 0年 1 2月 に 共 同 研 究 者 の 土 屋 史 紀 氏

を 代 表 と し て「 惑 星 科 学 、生 命 圏 科 学 、お よ び 天 文 学 に 向 け た 紫 外 線 宇

宙 望 遠 鏡 計 画 （ L A P Y U T A） ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 」 の 設 立 を 承 認 さ れ た 。

ま た 抽 出 し た キ ー 技 術 の 研 究 経 費 獲 得 に 向 け て J A X A宇 宙 科 学 研 究 所 の

戦 略 的 開 発 研 究 費（ 理 学 ）に 提 案 申 請 済 み で あ る 。2021年 度 は 引 き 続 き

科 学 課 題 ・ 要 求 仕 様 の 検 討 を 深 め る と も に 、 姿 勢 擾 乱 補 正 機 能 な ど キ

ー 技 術 の 原 理 実 証 実 験 を 進 め て い く 。  
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